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本マニュアルに記載されている全ての警告と指示に

従ってください。

本マニュアルはいつでも使用できるように、安全な場

所に保管してください。

本体を水の近くで使用しないでください。

本体を水または液体の中にいれないでください。

本体に直接エアゾールスプレー、クリーナー、消毒剤

や殺虫剤を使用しないでください。

本体の通気口をふさがないよう、マニュアルの指示に

従って設置してください。

熱源（ラジエーター、ストーブ、他のアンプ）などの近く

に設置しないでください。

ホコリの多い場所や直射日光が当たる場所に設置し

ないでください。

強い振動やショックを与えないでください。

ノイズが発生したり誤動作の原因となるため、強い電

磁場に近づけないでください。

電磁波干渉によりTVやラジオなどの受信に影響を

及ぼす可能性があります。十分な距離を置いて設置

してください。

安全のため、必ず付属のDCアダプターをご使用くだ

さい。

DCアダプターの電源コードは踏まれたり、挟まれる

事の無いようにしてください。

DCアダプターの電源コードを抜く際は、コードを引っ

張らず、プラグ部分を持って引き抜くようにしてくださ

い。

製品受領時に外部に損傷（電源ケーブル等を含む）が

無いか確認してください。もし製品に損傷があった場

合、ただちに販売店へ連絡してください。そのまま使

用を続けた場合は、保証期間内でも保証外の対応と

なる場合が有ります。

アクセサリーやパーツは、指定のものをご使用くださ

い。

他の楽器やデバイスを接続するときは本製品を含む

全ての電源をOffにして行ってください。

長期間使用しない場合や落雷の恐れがあるときには

プラグを抜いてください。

クリーニングには柔らかく乾いた布を使用してくださ

い。

電源周りのトラブルや液体をこぼしてしまった時、異

物が中に入ってしまったとき、高い湿度にさらされた

時は、販売店に相談してください。そのまま使用を続

けたり、無理に自分で修理を試みないでください。

地域の法律に従ってご使用ください。

設置について疑問が生じた場合は、販売店に相談して

ください。

安全上の注意
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電源ボタン
電源をON/OFFします。

ボリューム
音量を調整します。

コード辞典/レッスン（右手、左手）
コード辞典/レッスンモード（右手、
左手）を選択します。

テンポ
テンポを調整します。

ミキサー
キーボードと他の音源とのボ
リュームバランスを調整します。

スタート/ストップ　
ソング/スタイルの再生を開始/停
止します。

シンクロスタート
演奏開始と同時にリズムをスター
トします。

イントロ/エンディング
イントロ/エンディングを再生しま
す。

フィルA
フィルインA/メインAを再生。

フィルB
フィルインB/メインBを再生。
 

フェードイン/アウト
フェードイン/アウトを再生。
 
コード
コードモード（リズム再生中に左
手範囲の鍵を押すだけでコード演
奏ができるモード）を選択します。

録音
録音モードになります。

再生
録音したものを再生します。

ボイス
音色選択モードになります。

スタイル
スタイルモードになります。

ソング
ソングモードになります

ストア
キーボードの設定を保存します。

M1-M4
保存したキーボードの設定を呼び
出します。

ワンタッチ
スタイルのワンタッチ設定ボタン
をON/OFFします。

ファンクション
設定メニューを開き各パラメー
ターの設定を行います。

メトロノーム
メトロノームをON/OFFします。

移調
半音単位で移調します。

レイヤー
レイヤーモードをON/OFFしま
す。異なる音色を重ねて演奏でき
ます。
 
スプリット
スプリット機能をON/OFFしま
す。左右異なる音色で演奏できま
す。

ホールド
ホールドのON/OFFを行います。
弾いた音を伸ばし続けることがで
きます。

テンキー
パラメーターの値を調整します。
 
ピッチベンド・ホイール
ピッチベンド・エフェクトを掛ける
ときに回転させます。

各部の名称
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録音

モジュレーションON/OFF

ベロシティ（タッチレスポンス）ON/OFF

ホールド（サステイン）ON/OFF

ボイス/スタイル/ソング

小節数カウント

拍子

テンポ

メモリ/ワンタッチセッティング

DUAL（レイヤー）/LOWER（スプリット）/
DSPエフェクト

レッスンモード

音の番号表示

コードモード表示/フィル/フェードイン/アウト

コード表示

ト音記号

ヘ音記号

 USB

USB
USB-MIDIデバイスとして使用するとき、USBケーブルを使用してキーボードをコンピューターに接続します。

SUSTAIN
サステインペダルを接続します。極性はノーマルクローズです。

PHONES
ヘッドホンを接続します。

DC 12V
付属の電源アダプターを接続します。

ディスプレイ
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電源　

周辺機器との接続

電源

本機はアルカリ単3乾電池6本（別売）、または電源アダプター

により駆動します。

※電源アダプターは、緩衝材の発泡スチロールのくぼみに収

まっています。

乾電池の場合

1. 本体裏面にあるバッテリーカバーを開けます。

2. 極性に注意しながらバッテリーを入れます。

3. バッテリーカバーを閉じて、しっかりと固定されていること

を確認します。

※注意

古い乾電池と新しい乾電池を混ぜて使用しないでください。

同じメーカー、種類の乾電池を使用してください。

長期間使用しない場合、乾電池を取り外してください。

専用電源アダプターの場合

1. 本体の電源がOFFになっていることを確認してください。

2. 電源アダプターを背面パネルのDC 12Vに接続します。

3. 電源アダプターをコンセントに接続します。

4. 本体の電源をONにします。

ヘッドホンの接続

ヘッドホンをPHONES端子に接続して練習や夜間演奏に使用できます。ヘッド

ホンが接続されている間は、本体のスピーカーからは音が出ません。

※注意

ヘッドホンを大音量で長時間使用すると聴力障害の原因となる場合がありま

す。

オーディオ機器の接続

オーディオケーブルをPHONES端子に接続してキーボードの音をオーディオ

機器へ出力できます。

※注意

機器を接続する際は全ての機器の電源がOFFになっていること、ボリュームが

最小であることを確認してから、キーボードの電源をONにしてください。

コンピューターの接続

USBケーブルをUSBコネクターに接続してMIDIメッセージを送受信できます。

コンピューター側のUSB規格は2.0をご使用ください。
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基本操作

ボイス（1/2）

マスターボリューム（主音量）

ボリュームを調整します。

デモ

1. 「スタイル」と「ボイス」ボタンを同時に押すとデモモードに

入ります。

2. デモソングを選択します。

デモソングを選択するには、数字ボタンを押すか、「－」/「＋」
ボタンを押します。全部で8種類のデモソングが用意されてい

ます。

3. 「スタイル」と「ボイス」ボタンを同時に押すか、「スタート/ス

トップ」ボタンを押すとデモソング再生が停止します。

サステインペダル

演奏中に踏むことで、音が持続する効果が得られます。ペダル

は極性がノーマルクローズのもの、または極性切替ができるも

のをお使いください。

ボイス番号

ピアノ、木管楽器、サックス、ドラムなどの原音に近い390種

類のボイスを搭載しています。

ボイスの選択

初期状態ではR1が選択され、画面にVOICE R1と表示されま

す。「－」/「＋」ボタン、または数字ボタンを押して好みのボイス

を選択します。

レイヤー（DUAL）モード

2種類のボイスを重ねることができます。

1. 「レイヤー」ボタンを押してレイヤーモードを開始します。ボ

イス番号の下にVOICE R2と表示され、画面右下にDUAL

と表示されます。

2. 「－」/「＋」ボタン、または数字ボタンを押して好みのボイス

を選択します。

3. レイヤーモードの状態で「ボイス」ボタンを押すと、音色を

変更するパートの切り替えができます。

4. 「レイヤー」ボタンを再度押すと、レイヤーモードを終了しま

す。

※注意

レイヤーモードではキーボードの右側領域のみ2種類のボイス

が使用できます。
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ボイス（2/2）

スプリット（LOWER）モード

キーボードを左右に分けてそれぞれ別のボイスを使用するこ

とができます。

1. 「スプリット」ボタンを押してスプリットモードを開始しま

す。ボイス番号の下にVOICE Lと表示され、画面右下に

LOWERと表示されます。

2. 「－」/「＋」ボタン、または数字ボタンを押して低音側の音色

を変更できます。この状態で「ボイス」ボタンを押すと、音色

を変更するパートが切り替わり、高音側の音色変更ができ

るようになります。

3. スプリットポイントの変更：音色の切り替わる位置を自由に

変更できます。スプリットボタン長押しし、画面に「Split 

Pt」と表示されたら任意の鍵盤を押します。

4. 「スプリット」ボタンを押すとスプリットモードを終了しま

す。

ホールド

全ての鍵盤に対してサステイン効果が得られます。

移調

ピッチを半音ずつ1オクターブまで上下に移調することができ

ます。

1. 「♯」、「♭」ボタンを押してピッチを調整します。画面に

Transposと表示されます。－12から+12まで調整するこ

とができます。

2. 「♯」と「♭」ボタンを同時に押すと移調をリセットします。

ピッチベンド・ホイール

演奏中にホイールを回してピッチを上げたり下げたりすること

ができます。ホイールから手を離すとピッチは自動的に元に戻

ります。
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スタイルモード

「スタイルボタンを押すとスタイルモードになります。画面に現

在のスタイル名と番号が表示されます。

「－」/「＋」ボタン、または10キーを使用してスタイルを選択し

ます。

スタート/ストップボタンを押してリズムトラックを開始しま

す。または、シンクロスタートボタンを押してシンクロスタート

をONにし、キーを叩いてリズムトラックを開始します。

シンクロスタート手順

1. 「スタイル」ボタンを押し、「－」/「＋」ボタンを使用して好み

のスタイルを選択します。

2. 演奏前にあらかじめ「コード」ボタンを押しておくと、コード

モードで演奏を始めることができます。（コードモードにつ

いて後述をご覧ください）

3. 「シンクロスタート」ボタンを押すと、TEMPOとBEATラン

プが点灯し、スタンバイ状態となります。コードを弾き始め

ると、同時に伴奏もスタートします。

4. 「スタート/ストップ」ボタンを押して伴奏モードを停止しま

す。
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演奏する曲のセクションに合わせて様々なパターンのフィ
ルなどを挿入することができます。

1. INTRO

演奏開始前に押しておくことで、曲の開始時にイントロか
らスタートします。イントロは2パターン選択できます
（フィルB→イントロの順に押すことで、パターンBのイン
トロをスタンバイできます）。イントロパターンが終わると
自動的にメインパターンに移ります。

2. MAIN

スタイルのメインとなるリズムパターンです。伴奏パターン
は、別のセクションが始まるまで繰り返されます。

3. FILL A/B

曲の合間に入れるフィル演奏を再生します。フィル演奏が
終わると、自動的にメインパターンに移ります。

4. ENDING

曲の終わりにエンディングを加えます。エンディングが終
わると、曲の伴奏も終了します。エンディングの長さは選
択したスタイルにより変わります。

リズムセクションの演奏例

1. 「スタイル」ボタンを押してスタイルを選択します。

2. 「コード」ボタンを押し、続けて「シンクロスタート」ボタ
ンを押します。

3. 「フィルA」ボタンを押します。

4. 「イントロ/エンディング」ボタンを押します。画面のAが
点滅し、演奏する準備が完了します。

5. コードセクションでコードを弾くと、演奏が開始されま
す。イントロの後、メインAセクションが演奏されます。

6. 「フィルB」を押すとフィル演奏が再生され、さらにメイ
ンBセクションが演奏されます。

7. 「イントロ/エンディング」ボタンを押すとエンディング・
セクションに移り、伴奏が終了します。

※注意

スタイルを再生中に「フィルA/B」ボタンを押し続けると、
フィルパターンがボタンを離すまで繰り返し演奏されま
す。

テンポ

各スタイルには最適なテンポが初期設定されていますが、
「テンポ+」/「テンポ－」ボタンにより変更することができ
ます。

1. 「テンポ+」/「テンポ－」ボタンを押してテンポを変更し
ます。

2. 「テンポ+」/「テンポ－」ボタンを同時に押すと、初期設
定に戻ります。

フェードイン/フェードアウト

1. フェードイン

スタイル再生が停止しているとき、「フェードイン/アウト」
ボタンを押してから「スタート/ストップ」ボタンを押すと、
スタイル再生が、徐々に音量が大きくなりながら開始され
ます。

2. フェードアウト

スタイル再生が再生中に「フェードイン/アウト」ボタンを
押すと、徐々に音量が小さくなりながら停止します。

ワンタッチ設定

選択中のスタイルに合う音色をすぐに見つけたいときに便
利な機能です。

1. スタイルが選択されているとき、「ワンタッチ」ボタンを
押します。

2. 「M1」～「M4」を押すと、選択中のスタイルに適したボ
イス、エフェクトなどを4パターン呼び出せます。自動演奏
は自動的にONになります。

リズムセクション
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コードモードで演奏すると、左手で弾いたコードに合わせて自動
的に伴奏を追加することができます。これにより、ソロでもオー
ケストラやバンドのような演奏が可能です。様々なジャンルから
100種類のスタイルが用意されています。

コードとは

コードは3つ以上の音からなる和音です。最も頻繁に使われる
コードはトライアドといって、3度毎に重ねた3つの音から構成さ
れる和音です。一番低い音をルートと呼び、その3度上と5度上
の音を重ねたものです。

トライアドの種類

メジャー・トライアド
ルート、長3度、完全5度

マイナー・トライアド
ルート、短3度、完全5度

ディミニッシュ・トライアド
ルート、短3度、減5度

オーギュメント・トライアド
ルート、長3度、増5度

転回形

ルート以外の構成音がベースとなるコードを転回形と呼びます。

コード名

コード名は、コードルートとコードタイプの2つの部分で書き表さ
れます。

コードモード（1/2）
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ルート

5度

基本形

コードの根音 コードタイプ

第1転回形 第2転回形

3度

マイナー・トライアドメジャー・トライアド

オーギュメント・トライアドディミニッシュ・トライアド



コードモードで演奏する

コードボタンを押すとコードモードに入ります。繰り返し押す
とFINGERD（A.B.C.）－＞FULL RANGE－＞OFFの順に変
わります。

フィンガーモード

コードボタンを1回押すと画面にA.B.C.と表示され、フィン
ガーモードになります。キーボードは2つのセクションに分割
され、左手の範囲はコードセクションになります。スタイル再
生時にコードセクション内でコードを弾くことで、自動伴奏が
付きます。コードモードでは、シングルフィンガーとマルチフィ
ンガーのいずれかの方法でコードを弾くことができます。

1. シングル・フィンガー

シングル・フィンガーモードでは3つ以下の鍵盤を押すことで
メジャーコード、マイナーコード、セブンスコード、マイナーセ
ブンスコードなどの伴奏が可能です。

2. マルチフィンガー

通常のコードフォームで演奏することもできます。右図はCス
ケールの例です。

3. フルレンジモード

コードボタンを2回押すと、「FULL RANGE」と画面に表示
されます。フルレンジモードでは、通常のコードフォームで演
奏されたコードを、鍵盤の全音域で検出します。右図はCス
ケールの例です。

コードモード（2/2）
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メジャー・トライアド

マイナー・トライアド

7thコード

マイナー・7thコード

ルートの鍵盤のみ

ルートの鍵盤+その左側で一番近い
黒鍵

ルートの鍵盤+その左側で一番近い
白鍵

ルートの鍵盤+その左側で一番近い
黒鍵+左側で一番近い白鍵



「ファンクション」メニューを押してファンクションメニューを

表示します。

初期設定ではOctaveと表示されます。次回からは最後に選

択したメニューが表示されます。「ファンクション」ボタンを繰

り返し押すとメニューが順番に表示されます。「－」/「＋」ボタ

ンを押すか数字ボタンを押してパラメーターを選択します。

※ファンクションメニューを選択してから3秒以上何もボタン

が押されなかった場合、自動的にメニューを終了します。

オクターブ（Octave）

オクターブの上げ下げを行います。デフォルトの音域より

高い音域または低い音域を演奏することが可能になりま

す。

DSP

音色ごとにデフォルトで設定されているエフェクトの

ON/OFFを切り替えます。

※DSPエフェクトは初期設定でONになっています。

リバーブタイプ（Rev Type）

リバーブの種類を選択します。

リバーブレベル（Rev Lev）

リバーブのかかり具合を選択します。

コーラスタイプ（Chr Type）

コーラスの種類を選択します。

コーラスレベル（Chr Lev）

コーラスのかかり具合を選択します。

モジュレーション

音にビブラートのような効果を加えます。

※モジュレーションはパーカッションボイスに対しては無

効です。

タッチレベル（Touch）

鍵盤のタッチ感度を選択します。OFFの時はタッチレス

ポンスが無効（音に強弱がつかない）となります。

ビート（Beat）

メトロノームの拍子を選択します。初期設定は4です。

チューニング（Tune）

ピッチを-50～+50セントの範囲で調整します。

MIDI設定（Midi Out / Midi In）

MIDI送受信するチャンネル（1～16）を選択します。

オートパワーオフ（Power Off）

一定時間演奏や操作をせずにいると自動で電源が切れ

るオートパワーオフ機能のON/OFFと、電源が切れるま

での時間を設定します。初期設定は30分です。

※電源を切ると初期設定に戻ります。

ファンクションメニュー
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パラメーター

オクターブ

DSP

リバーブタイプ

リバーブレベル

コーラスタイプ

コーラスレベル

モジュレーション

タッチレスポンス

ビート

チューニング

MIDI受信

MIDI送信

オートパワーオフ

ディスプレイ表示

XXX Octave

XXX DSP

XXX Rev Type

XXX Rev Lev

XXX Chr Type

XXX Chr Lev

XXX Modul

XXX Touch

XXX Beat

XXX Tune

XXX Midi In

XXX Midi Out

XXX PowerOff

調整値

－1～+1

ON/OFF

0～7

0～32

0～7

0～32

ON/OFF

1/2/3/OFF

0,2…9

－50…50

01～16, ALL

01～16

30,60,OFF



ミキサー

「ミキサー」ボタンを押してミキサーメニューを表示します。

画面にトラック名とボリュームxxx Accomp（初期設定）

が表示されます。「－」/「＋」ボタンを使用して各トラックの

ボリュームを調整します。

※ミキサーメニューを選択してから3秒以上何もボタンが

押されなかった場合、自動的にメニューを終了します。

メトロノーム

「メトロノーム」ボタンを1度押すとメトロノームが起動し

ます。もう一度押すとメトロノームが終了します。「テンポ

+」/「テンポ－」ボタンを押すとメトロノームのテンポを変

更することができます。

メトロノームの拍子の変更方法については、ファンクショ

ンメニューをご参照ください。

演奏設定（スナップショット）メモリー

スナップショット・メモリーを使用して、演奏の設定を簡

単に保存、呼び出しすることができます。

保存

「ストア」ボタンを押しながらメモリーボタンM1～M4のい

ずれかを押すことで、その時の演奏設定をそのボタンに

保存します。すでにそのボタンに保存データがあった場合

は、データが上書きされます。

呼び出し

M1～M4のいずれかを押すと、そのボタンに保存された

設定を呼び出すことができます。

※ワンタッチ設定がONになっているときは、メモリーを

呼び出すことはできません。

※キーボードの電源を切ると、保存したデータは消去さ

れます。

録音

演奏を録音することができます。

1. 「録音」ボタンを押すと、録音アイコンが表示され、

BEATが点滅します。

2. 演奏を開始するか、「スタート/ストップ」ボタンを押す

と、録音が開始されます。伴奏を再生しながら録音す

るには、「コード」ボタンを押してから左手でコードを弾

き演奏します。

3. もう一度「録音」ボタンを押すと録音は停止します。録

音アイコンが消えます。

4. 「再生」ボタンを押して録音した曲を再生します。

5. もう一度「録音」ボタンを押すと再生が止まります。録

音中に「再生」ボタンを押すと録音が停止し、録音した

曲を再生します。

※キーボードの電源を切ると、録音したデータは消去さ

れます。

ソング

本製品には110のソングが用意されています。各ソングは

レッスンモードを使って練習することもできます。

1. 「ソング」ボタンを押してソングモードに入ります。全て

のソングが順番に繰り返し再生されます。画面に再生

中のソング名と番号が表示されます。

2. 「－」/「＋」ボタンを使用してソングを選択することが

できます。

その他機能（1/2）
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ディスプレイ表示

Accomp

Rhythm_s

Rhythm_m

Bass

Chord1

Chord2

Chord3

Phrase1

Phrase2

Upper1

Upper2

Lower

コントロールするトラック

リズム・伴奏全体のボリューム

リズムの低音部

リズムの高音部

コードモード時の伴奏のベース

コードモード時の伴奏のコード部分

コードモード時の伴奏のコード部分

コードモード時の伴奏のコード部分

コードモード時の伴奏内のフレーズ部分

コードモード時の伴奏内のフレーズ部分

メインの音色

メインの音色（デュアルモード時）

スプリットモード時の低音部



レッスンモード

レッスンボタン、右手/左手ボタンはソングが停止してい

るときのみ働きます。

3種類のレッスンモードを備えています。「レッスン」ボタ

ンを押すとレッスンモードに入り、ディスプレイに

LESSONアイコンが表示されます。「スタート/ストップ」

ボタンを押してレッスンを始めます。

「右手」ボタンを押すと右手のみミュート、「左手」ボタンを

押すと左手のみミュート、両方押すと、両手のメロディー

がミュートされ、片手ずつまたは両手で練習することがで

きます。

1. レッスン1

正しいリズムテンポに合わせて演奏しているかをチェック

します。音程はチェックしません。

2. レッスン2

音程を正しく演奏しているかをチェックします。間違える

とレッスンは停止します。テンポはチェックしません。

3. レッスン3

音程とテンポ、両方をチェックします。

4. 評価

レッスンモードでの演奏が終了すると、演奏の評価が画

面に表示されます。

評価：Excellent / Very Good / OK / Try again

評価後、曲は再び再生され、レッスンが開始します。

コード辞典

指定したコードをキーボードに表示するコード学習モー

ド（DICT1）とクイズ形式でコードを覚えるコード・クイズ

モード（DICT2）を楽しめます。「右手」ボタンを2秒以上

長押ししてコード辞典に入ります

DICT1コード学習モード

1. コード辞典モードに入った状態で、C4（真ん中のド）か

ら右の鍵盤を1つ押すとコードタイプが指定されます。

2. 同じ要領でC6（真ん中から2オクターブ上のド）から右

のキーを一つ押してコードルート（根音）を指定しま

す。（下図参照）

3. コードタイプとコードルート（根音）が決まると、画面に

コードネームと鍵盤位置が表示されます。

4. 真ん中のド（C4）よりも低い音域の鍵盤を使って、画

面に表示されたコードを弾いてみましょう。正しく弾け

ると、「OK」という音声で教えてくれます。

DICT2コード・クイズモード

「右手」ボタンを再度押すと、コードクイズモードになりま

す。画面にコード名がランダムに表示されるので、3秒以

内に正しく弾けるかチャレンジしてみましょう。3秒過ぎ

ても正しいコードを弾くことができない場合、ディスプレ

イ上の五線譜に正解が表示されます。正しいコードを弾く

と次のコードが表示されます。

もう一度「右手」ボタンを押すと、コード辞典モードを終了

します。

その他機能（2/2）
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コードタイプを指定

コードルート（根音）を指定

DICT1コード学習モード時の、コード指定



MIDI（Musical Instrument Digital Interface）は、

様々な種類の電子楽器、コンピューターなどを接続して

通信することを可能にした通信規格です。楽譜表記、音

程、ベロシティを指定するイベントメッセージ、音量、ビブ

ラート、オーディオパンニングなどのパラメーター制御信

号、及びボイス選択を変更するためのプログラム変更情

報が含まれています。

各楽器はMIDI経由でリアルタイム・プレイバック情報を

出力し、外部MIDIデバイスをコントロールします。また、

MIDIメッセージを受信して音を生成することもできます。

MIDI接続

USBケーブル（別売り）を使用してキーボードをコン

ピューターに接続します。コンピューターはキーボードを

自動的に認識し、MIDIメッセージを送受信します。

※MIDIケーブルを接続する前にコンピューターをスリー

プ/スタンバイ状態から解除してください。

※キーボードの電源を入れる前にコンピューターに接続

してください。

MIDI

故障かな？と思ったら

キーボードの電源を入れたとき、
ポップアップ音が出る

キーを押してもスピーカーから音が出ない

症状 原因と対策

近くでスマートフォンを使用すると
キーボードからノイズが出る

シンクロスタートボタンが押され、
スタンバイ状態にあるとき、キーを押しても
シンクロスタートが開始されない。

キーボードの左手コードセクション（F#3以下）を演奏してください

距離を離して使用するか、スマートフォンの電源を切ってください

正常な動作です。異常ではありません

音量ノブをチェックしてください
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製品詳細仕様

モデル

キーボード

ディスプレイ

ポリフォニー

ボイス数

スタイル数

ソング数

デモ

テンポ

保管用メモリー

コントロール

リズムコントロール

録音機能

入力

電源

スピーカー

寸法

質量

PTK300

61鍵盤

ベロシティ（3段階/オフ）機能付き

マルチファンクションLCD

64音

390

100

110

8

30～280

4

電源ON/OFF、マスターボリューム、レッスン、コード・辞典、テンポ±、

ミキサー、録音/再生、メモリボタン（M1～M4）、ワンタッチ設定ボタン、

ボイス、スタイル、ソング、ファンクション、メトロノーム、移調、

テンキー、＋、ー、ホールド、レイヤー、スプリット

スタート/ストップ、シンクロスタート、イントロ/エンディング、

フィルA/B、フェードイン/アウト、コード

録音、再生

DC IN、ヘッドホン、USB、サステインペダル

DC 12 V

4 Ω、 10 W ＋ 10 W

940 × 360 × 145 mm

4.5 kg

※製品の仕様は予告無しに変更する場合があります。
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